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「ウエルタス事件」について
－フラン．体制末期のスペインのジャーナリズム自由化に

大きな影響を及ぼした事件の概要一

小川澄子
(法政大学大学院国際文化研究科修士課程３年）

０．はじめに

1936年７月１７日に勃発した内戦を経て、ブランコ率いる反乱軍は、

39年３月にスペイン全土を制圧した。国家統一を目指したブランコ

体制は、カトリック教会をイデオロギー的支柱に置いた。また、共和

国で認められていたカタルーニヤやバスクの自治を否定し、それぞれ

の言語を公共の場で使用することを禁止した。この中で、軍は、反体

制勢力の抑止力として、ブランコ死去まで有効に機能した。

ブランコ体制下では、教育、文化、信教、表現などの自由の制限が

あった。表現の自由の制限として、対ジャーナリズム政策の核となっ

た２つの出版法がある。まず、内戦中の１９３８年に、ブランコの義弟

で内務相のラモン･セラルスニェル（Ram6nSerranoSUiier）によっ

て公布された出版法’である。その前文は、ジャーナリズムを「第四

の権力」と位置づけ、「国家の管理を離れて存続することは許容でき

ない」としている。またこの法律は､事前検閲を義務化した。その後、

６０年代から始まる脱ファランヘ２，外国からの干渉もあり規制緩和の
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必要性が高まった。この流れの中で、３８年出版法は、情報観光相の

マヌエル・フラガ・イリバルネ（ManuelFragalribarne）によって

公布された66年出版法3にとって替わられる。（以下､｢フラガ出版法」

と呼ぶ｡）それ以降、事前検閲が禁止され、それ以前と比べると自由

裁量の余地が大きくなったが、第二条の「事実やモラルに反するもの

は制限される」という規定によって、より|慶昧な新しい形の規制が始

まった。

フラガ出版法のもと、ブランコ体制末期の７５年にバルセロナで発

生した「ウエルタス事件」は、その後のジャーナリズムの自由化に大

きな役割を果たした。その重要`性に鑑み､本稿では「ウエルタス事件」

の概要をまとめてみたい。

Ｌ「ウエルタス事件」

ジュゼップ・マリア・ウエルタス・クラベリア（JosepMaria

HuertasClaveria）は、1939年１１月２４日、バルセロナ生まれの

ジャーナリストで、バルセロナの新聞・雑誌を中心として活動した。

ウエルタスは、教会ジャーナリズム学校（lEscoladePeriodismede

lEsgl6siaｄｅＣＩＣ）で、ジャーナリズムの倫理について教えるなど、

長年、カトリック系労働運動と密接に結びついていた。2006年５月

からは、カタルーニャ・ジャーナリスト学校（CollegidePeriodistes

deCatalunya）の校長であった。労働運動、バルセロナやその歴史、

ジャーナリズムなどに関する５０冊以上の著書がある。

ブランコ体制末期の１９７５年６月７日発行の夕刊紙「テレ・エスプ

レス（Tele/eXpres4)」に、ウエルタスは「隠された売春5」（"Vida

er6Ucasubterranea'，）と題し、２０年代から７０年代までのバルセロナ

における売春に関する記事を書いた。タブロイド版の一面全部を占め
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る、大きな記事である。以下、記事を要約する。

見出し：「隠された売春」

￣歴史的売春宿から「ファンタジックなmeubles6」を経て現存

する少数の「部屋」へ

カタルーニャ文学のジュゼップ･マリア・デ･サガラの小説「ビ

ダ・プリバーダ（プライベート・ライフ)」の一節を引用して、

バルセロナの古くからの売春宿を描写している。

｢昼顔」のように

ルイス．ブニユエル監督のフランス映画「昼顔』（1967）に登

場する上流階級の婦人たちが働いている売春宿を引いて、バルセ

ロナにあった売春宿がどういうものであったかを紹介している。

また「そのような売春宿が消え、meubl6という、より目立たな

いものになった」としている。

｢右を見てごらん、あれが『罪」の巣だ」

あるカトリック系高校では、教師である神父が近くのmeubl6

を指し、「右を見てごらん、あれが「罪」の巣だ」と教えている

というエピソードを紹介。高校生がmeubl6に忍び込み、売春婦

に見つかるという話と、部屋の内装やバルセロナのmeubl6街も

紹介されている。

閉鎖

あるmeubl6が閉鎖になったという、７５年２月５日付の新聞記

事を引用し、この記事が掲載される数年前からモラル的規制が厳
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し<なり、バルセロナのmeubl6やバルが閉鎖され始めていたこ

と､閉鎖のリストは果てしなく続くだろうこと､以前から噂になっ

ていた閉鎖が、なぜこの時期に新聞に取り上げられたか、などを

分析している。

７月に価格引き上げ

meubl6の営業時間と価格について言及し、商売の採算性を論

じている。また、プロの売春婦のみならず、労働者の妻までがこ

こで働いている理由や、客がmeubl6を利用する理由に関しても

触れている。

異例の要請と恐喝

meubl6は未だ存続していることや、「自動車ブーム」でバルセ

ロナ郊外に移動していることを、また、ある地区では閉鎖となっ

た場所を集会所にするようにという嘆願が住民から出されてい

る。さらに、閉鎖されたmeubl6の顧客ファイルの保管上の不注

意により、恐喝事件が起きていたことを述べている。

この記事の中で、「右を見てごらん、あれが「罪」の巣だ」という

小見出しに続くパラグラフに、「恐らく戦争の直後に、この種の施設

を開く許可がなかなか得られなかったという理由だろう、かなりの数

のmeubl6が軍人の未亡人を支配人としていた」という一文が含まれ

ている。これが問題視されたのである。以下に、問題のパラグラフと

その前後のパラグラフの全文を訳出する。

青年期には禁じられていることほど神秘的に見えるものであ

る。何人かの（上記学校の）生徒たちが大胆にも、現在の高速道
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路会社の建物の裏にある、レガス（RegAs）通りの売春宿のガレー

ジや門の中に忍び込んだ。あるとき、その少年たちの最も大胆な

1人は、部屋に爆竹を投げ入れ、親密な行為中の人物たちを驚か

せた。そして、もう一人の少年は売春宿から出た女性の後をつけ

た。彼女がバルに立ち寄ったので、少年は、厚顔にも彼女の様子

を細かく書き留め始めた。正面から彼女を見ているうち、その女

性は彼に近づき尋ねた。「私の肖像を書いているの、僕？」その

少年は毛根まで赤くなり、終わっていないメモを持って立ち去っ

た。

恐らく戦争の直後に、この種の施設を開く許可がなかなか得ら

れなかったという理由だろう、かなりの数のmeubl6が軍人の未

亡人を支配人としていた。（下線、筆者）

これらの施設は､建物の普通の住宅の中にまぎれていることや、

またはその目的で立てられた専用の建物を持つ場合もある。後者

の場合は、客が満足できるように、天井の鏡やローマの公衆浴場

を真似た浴槽のような、特別な要素を備えていた。

一読して明らかなように、問題のパラグラフは、前後との脈絡に乏

しい。ウエルタスは､当記事に関して､｢この一文のための記事であり、

その他の部分には大した内容はない」と、筆者によるインタビューで

答えている7．上記記事におけるウエルタスの意図が、軍に関する記

事を挿入することであったことは既に述べた通りである。ブランコ体

制下で批判できない存在のひとつが軍であった。そのようなテーマに

ついて言及する際、ジャーナリストは、身を守るために、上記のよう

にカムフラージュして掲救するといった手法を採っていた8゜さらに、

フラガ出版法第二条「事実やモラルに反するものは制限される」とい

う暖味な規定における体制側の許容範囲を探るという目的もあったと

言われている9。
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フラガ出版法では、事前検閲が禁止されていたにも関わらず、記事

の掲載可否を「自発的に打診」するよう第四条で求められていた。つ

まり事実上、事前検閲に近いことが行われていたのである。この記事

もそのプロセスを経たのであるが、発行前には問題視されなかった。

しかし、同月２３日、ウエルタスは、軍事裁判所から緊急出頭命令

を受け、２５日に出頭し、問題となった文についての尋問を受けた。

その際、記事の根拠を示すように求められたが、職業上の秘密保持を

理由に、情報源を明らかにすることを拒否した｡

７月１９日に、再出頭命令があり、同月２２日に軍事裁判所に出廷し

た。起訴状では、問題の一文を公にし、前回の裁判において、それに

関する十分な説明をせず、また』情報源を明らかにしなかったことが理

由として挙げられていた。軍法典317条の「軍及びその機関、言説、

文書またはその他のあらゆるメディアによって、明らかに、もしくは

暗に、侮辱し、あるいはこれに損害を与えたものは、６年以下の禁固

刑に処す」という規定によって有罪となり、逮捕され、バルセロナの

モデル刑務所に投獄された。

また、同年８月５日、「国民運動」10系夕刊紙「ラ・プレンサ

(LaPrensa)』に、７３年に当時の首相カレロ・ブランコ（Carrero

Blanco）を暗殺し、バルセロナで逮捕された、バスク独立を唱えるテ

ロ組織ＥＴＡ（｢バスク祖国と自由｣）の活動家ウィルソン（Wilson）

が、隠れ家を提供することを約束したウエルタスと何度か個人的な連

絡を取ったことを自供し、ウエルタスに共犯容疑の嫌疑がかかる。実

際は、ウエルタスは友人の修道士フランシスク・ブフィイ（Francisco

Bofill）を通じて、テロリストと知らずに、自宅アパートに一晩泊め

ていたに過ぎなかった。翌日の各新聞には、ウエルタスの妻で弁護士

のアラセリ・アイグアビバ（AraceliAiguaviva）の、夫の無実を訴
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える手紙が掲赦された。

７５年８月２６日、軍法会議が行われ、軍を批判する問題の一文を書

いた罪と、カレロ・ブランコ暗殺犯を匿った罪との２つの罪により、

ウエルタスに対し２年の禁固刑が宣せられた。

2．「事件」後の経緯

ウエルタス逮捕翌日の７月２３日、バルセロナでは、ウエルタス

の逮捕に抗議するために、民主的ジャーナリストグループ（Grup

DemocraticdePeriodistes1'、以下GDP）を中心とした、バルセロ

ナの新聞社・出版社による、内戦後初の、マス・メディアのスト

ライキが行われた。「ラ・バングアルデイア・エスパニョーラ（La

VanguardiaEspaiiola)』紙と「国民運動」の機関紙２紙（『ソリダリダ・

ナシオナル（SolidalidadNacionaD」紙、「ラ･プレンサ』紙）を除く、

バルセロナの新聞５級（｢テレ・エスプレス」紙、「エル・コレオ・カ

タラン（ElCorreoCatalAn)」紙､『デイアリオ･デ･バルセロナ（Diario

deBarcelona)」紙、「ムンド（Ｍundo)」紙、「エル・ノティシエロ・

ウニベルサル（ElNoticieroUniversaDj紙が休刊した。

当日休刊しなかった「ラ・バングアルデイア・エスパニョーラ』紙

にも「新聞記者ホセ・マリア・ウエルタス・クラベリアl2氏、モデ

ル刑務所に収監」という、以下のような記事が掲載された。

（・・・）

昨日の午後、「テレ・エスプレス」紙、「エル・コレオ・カタラ

ン』紙、「ディアリオ･デ･バルセロナｊ紙、『ムンド」紙、「エル・

ノテイシエロ・ウニベルサル」紙といった新聞の編集部ではあら

｢ウエルタス事件」について’３１５
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ゆるストライキが遂行された。同様に、『ラ・バングアルデイア・

エスパニョーラ」紙ではこのテーマを扱う多数の会議が開かれた

が、参加者の過半数の意見により、編集局は業務を継続すること

を選択した。

この新聞が本日読者諸氏の手元に届いたことによって、昨日バ

ルセロナのジャーナリズムに提起された問題がいかなるもので

あったか、また、この新聞がどのような公明正大、民主主義的手

続きによって発刊されることになったかを理解する機会を与えら

れたのである。

（・・・）

「テバングアルディア･エスパニョーラ』紙は中道右派の新聞であっ

た。その経営者ゴドー伯爵は、同時に「テレ・エスプレス」紙の経営

権も持っていたが、彼は、「当事者（ウエルタス）の状況のためには、

非合法のストライキよりも、新聞を発行することの方が有益だ」と編

集長に指示したと言われている'3。

バルセロナ出版協会やテレ・エズプレス紙編集局は、様々な方面か

らの、電報や書簡、電話を受けた。その中には、マドリッドの「国民

運動」系日刊紙『アリーバ（Arriba)」や、国営通信社ＥＦＥ、各地

の出版協会などからの署名入りのものもあった。

その後、ウエルタスが獄中にいる間、ＧＤＰを中心に違法デモなど

ウエルタス支援の活動が展開された。

１９７５年１２月２０日にブランコが死去する。フアン・カルロス国王

の即位により恩赦が行われ、ウエルタスは逮捕の原因となった記事に

関する罪に関しては減免を受けたが、第２の罪、カレロ・ブランコ首

相暗殺事件共犯の罪は減免されず、投獄され続ける。

３１６１小川澄子
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７６年３月１８日、ジャーナリストによる情報観光省に対する、内戦

後初の合法デモが行われる。デモの目的は、表現の自由、ウエルタス

の解放を求める文書を情報観光省の代表者に提出することであった。

このデモには、ジャーナリスト免許'1の有無に関係なく、５００人にも

のぼるジャーナリストが参加した。参加者は「表現の自由のための不

可避の抗議」と書かれたカタルーニャの旗を先頭にデモを行った。

７６年４月１３日、ウエルタスは釈放される。モデル刑務所の前で、

約300人がウエルタスを歓待した。1977年９月１６日には、第２の罪、

カレロ・ブランコ暗殺事件にかかわる罪の恩赦を受けた。

３．まとめにかえて

Roglanは、その著書の中で「ウエルタスの逮捕は、そのときまで

表現の自由の問題の埒外にあり、無関心であった多くのジャーナリス

トたちをＧＤＰの民主主義擁護の立場に傾斜させた｡」また、「ウエル

タスの支援が生んだ連帯感は、ＧＤＰ内や、その他の民主的、反ブラ

ンコ主義的ジャーナリストの間にあったイデオロギーの違いを一時的

に忘れさせた」とこの事件の意義を認めている。

ブランコ体制末期にバルセロナで起きた「ウエルタス事件」が契機

となって起こった運動は、その後、イデオロギーの違いを超えて、カ

タルーニャのジャーナリストの表現の自由を求める運動に発展し、ひ

いては、カタルーニャだけでなく、スペイン全体のジャーナリズムの

自由化に影響を及ぼしたのである。冒頭で述べたように､この意味で、

｢ウエルタス事件」の持つ重要性は大きいといえよう。

本稿では、スペインのジャーナリズム全体に及ばした影響などの問

題を詳しく論じる余裕はなかったが、これらは今後の課題としたい。

｢ウエルタス事件」について’３１７
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EspafiolaTradicionalista）ｙｄｅｌａＪ・ＯＮ.S・となる。内戦後は、ブランコを党

首とした唯一の政党となった。

Leyl4/1966.ｄｅｌ８ｄｅｍａｒｚＱｄｅｐｒｅｎｓａｅｉｍｐｒｅｎｔａ 

ｌ９38年出版法の下、６４年９月１６日に、カタルーニヤで、内戦後に初めて政

党などから独立した新聞として創刊された。創刊当初から革新系自由主義夕

３
４
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刊紙で、芸能やスポーツに重きを置き、写真を多用した大衆紙であった。当

局との問題を避けるために、明瞭な書き方をしない当時の新聞のスタイルを

変えるため、ブランコ体制に迎合しない、新しい世代のジャーナリストを歓

迎した。ウエルタスは７２年、当時33歳の時に入社。８０年１２月２３日廃刊。

経営者３人、編染長８人により、６４年から８０年の１６年間を通して、革新的、

自由主義的、カタルーニャ主義的、かつ先進的な新聞であり続けた。

５逐語訳：Ｖｉｄａ＝生活er6tica＝官能的なsubterrAnea＝地下の

６貸室。適当な場所を持たないカップルがラブホテル的に使う場合と、男性客

が売春婦との逢引に使う場合とがある。

７筆者は、2007年２月１日、バルセロナのカタルーニャ・ジャーナリスト学校

にてウエルタスにインタビューすることができた。このインタビュー直後に、

ウエルタスは癌の手術のために入院、翌月４日、脳溢出によりバルセロナで

亡くなった。

８ＥＬＳＤＯＣＵＭＥＮＴＡＬＳＤＥＴＶ３.(2005).DiesdeTransici6EI“casHuertas”i 

lalluitaperlallibertatdexpresi６． 

９Cfe・SalasPrat・Teresa.(2005).Tele/eXpres（1964-1980)Aproximaci6ala
hist6riad,undiaritrencador、

101966年３月１８日のフラガ出版法公布を受け、４月にバルセロナで、反ブラン

コ体制の若いジャーナリストたちが非合法団体として創設。ウエルタスはこ

のグループを立ち上げた１２人のうちの1人であった。７６年の解散時の会員
数は、119人に達した。

11フラン．耀下の反乱軍は、自らの軍事行動を、クーデターではなく、「国民運

動」（MovimientoNacional）だと規定していた。

１２ジュゼップ・マリア・ウエルタス・クラベリアの、カステイーリャ語（スペ

イン語）読み。ブランコ体制下では、カタルーニャ語の名前は使えなかった。

l3Nogue,Anna;Barrera,Carlos.(2006).Ｌａ１/imgzm）Rditz,［/cﾉﾉうてz"9"な)"ＯａＡｚ
火沈DC”αα、

１４３８年出版法第十五条、６６年出版法第三十三条において、ジャーナリストは公

認登録をしなくてはいけなかった。

｢ウエルタス事件」について’３１９
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